
平成２１年９月１４日（月）～９月２７日（日）〔平成２１年第３８、３９週〕の感染症発生状況 
第３８、３９週で報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌感染症の順

となっています。インフルエンザは、３７週から３８週にかけて約２．５倍増加しました。３９週は前週の約６割に減少してい
ますが、大型連休の影響によるものと考えられます。学級閉鎖等の臨時休業が３８～３９週で合計５６校と非常に多くなってい
ますので、今後の発生動向には注意が必要です。

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

インフルエンザ発生状況（３年間）
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感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

 

 

 

    

 

 

今、何の病気が流行しているか！

第３８、３９週報告数第２位 

第３８、３９週報告数第１位  

● 救急車を呼んだ方がいいかしら？夜遅いけど病院へ行った方がいいかしら？ 

夜間、お子さんの体調で迷ったことはありませんか？ 病院へ行く 

必要があるのか、どのような処置をすれば良いのか、 

専任の相談員が相談にのっています。     

<かながわ小児救急ダイヤル> 

・相談時間：毎日１８：００～２２：００ 

・電話番号：♯８０００（ダイヤル回線・ＩＰ電話の方：045-722-8000） 

※この電話は一般的な助言を行うものであり、電話による診断・治療を行うものではありません。    

● これから受診できる病院を知りたい。 

受診できる医療機関（歯科を除く。）をご案内しています。 

<川崎市救急医療情報センター>  開設時間：３６５日２４時間 

電話番号 ■オペーレーターによる案内：044-222-1919 

■音声・ファックス自動応答装置による案内：044-２２２-3399 
※緊急、重症の場合は１１９番に連絡してください。 

 

 

ご存知ですか？いざというときの連絡先

いざというときのために、かかりつけ医の連絡先を 

メモしておきましょう！ 


